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１.はじめに 

法創造教育のＩＴ支援を考える際には、Ｗｅ

ｂの利用は不可欠である。単なるハイパーテキ

ストの提供サーバに過ぎなかったWebサーバ

は、ＣＧＩの導入によって動的なコンテンツ生成

が可能となり、より柔軟なコンテンツ提供が可

能となった。しかし、ＣＧＩを用いたコンテンツ生

成は比較的困難であるので、近年では、ＡＳＰ

やＪＳＰといったＨＴＭＬファイルに実行可能な

スクリプトを埋め込むことによる動的コンテンツ

生成が盛んに行われるようになってきた。更に、

これらのサーバサイドプログラミング技術を応

用したe-learningシステムも盛んに開発されて

いる。これらのe-learningシステムでは、従来の

一方通行型のＣＡＩ教材と異なり、Ｗｅｂインタフ

ェースを用いることで、学習者による対話的な

利用が可能になるだけでなく、学習者の学習

進度に応じた教材提供を行うことができる。つ

まり、e-learningシステムの活用によって、従来

型の単なる知識やスキルを習得するための学

習にはその効果を期待できる。しかしながら、

単なる知識やスキルの習得ではなく、創造的

な問題解決能力の取得には、より動的なコン

テンツの生成が必要になってくる。Ｗｅｂ上で

動的コンテンツ生成を行うアプリケーションは

Ｗｅｂアプリケーションと呼ばれ、Ｗｅｂアプリケ

ーションサーバとして様々なソフトウェアが現在

提供されている。Ｗｅｂアプリケーションサーバ

の一つとして、オープンソースのＺｏｐｅ[1]があ

る。Ｚｏｐｅの特徴は、コンテンツをデータベース

化し、コンテンツとその表示部分を切り離して

いるところにある。他の多くのWebアプリケーシ

ョンサーバが、Webサーバとデータベース、そ

しての二つを連携するためのソフトウェアから

構成されているのに対して、Ｚｏｐｅだけでデー

タベース機能およびＷｅｂサーバ機能をあわせ

て備えているのである1。オブジェクト指向の考

え方を導入してはいても、複雑なコンテンツの

管理が必要になってくると、コンテンツ管理の

ためのツール群が必要になってくる。そのよう

なコンテンツ管理のためのツール群として

Plone[2]やZMS[3]がある。ZMSはe-learningの

国際規格SCORMにも対応しているが、システ

ムの拡張はそれ程容易ではない。これに対し

て、コンテンツ管理に特化した枠組として提案

されているのがCMFである。CMFを利用して

作成されたポータルサイト構築用のソフトウェ

アがPloneである。 

本研究では、Web 技術を法創造教育に役

立てるためには、教師と学生、学生同士、ある

いはコンピュータと学生の間でのコミュニケー

ションの場を設けることが特に重要であると考

え、そのようなコミュニケーションの場を容易に

提供可能なツールとしてのPlone/CMFの可能

                                                  
1 Zope自身は単独で動作させるだけでなく、外部のデータベ
ースソフトやWebサーバと連携することも可能である。 
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性を検討し、支援システムの試作を行った。 

 

２.Zope・CMF・Plone 

Web アプリケーションサーバ Zope の特徴は、

オブジェクト指向スクリプト言語pythonによって

記述されており、すべてのコンテンツがオブジ

ェクトとして実現されていることにある。このため、

新しい種類のコンテンツを追加するには、継承

によって派生クラスを作成することで、コンテン

ツが対応するクラスを比較的容易に追加でき

る。コンテンツが対応するクラスは、コンテンツ

タイプと呼ばれている。 

闇雲にコンテンツタイプを追加するのは、い

たずらにシステムを複雑化するだけなので、コ

ンテンツ管理のための枠組が重要となってくる。

そのようなコンテンツ管理の枠組の一つが

CMF(Contents Management Framework)であ

る2。CMFでは、コンテンツの作成、校閲、出版

という一連の流れをワークフローとして定義す

ることができる。現実のコンテンツ作成作業に

あわせてワークフローを定義すれば、一連の

動作を現実のコンテンツ作成と同様に進めるこ

とができる。CMFは抽象的な枠組であるので、

Zopeのためのプログラムを直接書き下すので

はなく、CMFを採用することはプログラムの移

植性が向上するというメリットも同時に得られ

る。 

CMF によって基本的な枠組が提供されるも

ののポータルサイトの開発を行うには、十分な

機能が提供されているとは必ずしも言えない。

ポータルサイトの開発のために作られたのが

Plone である。Plone では、ほとんどの操作をブ

ラウザ上で行うことができるので、HTML のこと

をまったく知らない者でもブラウザ上からコンテ

                                                  
2 ZopeではCMSと呼ばれるコンテンツ管理システムの開発も
進められている。 

ンツを入力、編集することができる。 

法創造が、人と人とのコミュニケーションによ

って生まれるのであれば、コミュニケーションの

場を提供することが重要となる。すなわち、

様々なコミュニケーションの場を柔軟に提供す

ることが法創造教育に寄与できるのではない

かと考え、Plone 上で試作システムを作成し

た。 

 

３. 法創造教育支援システムの試作 

3-1.問答用コンテンツタイプの作成 

コンテンツマネジメントシステムであるＰｌｏｎｅ

／ＣＭＦを用いて、図１に示すような法創造教

育支援システムの試作を行った。オリジナルの

Ｐｌｏｎｅシステムからの拡張部分はＺｏｐｅのプロ

ダクトとして実装を行った。 

 

 
図１：試作システムの動作画面 

 

試作システムにおいては、Zope ２．６．２を

ベースシステムとして採用し、Plone １．０．５を

導入し、日本語化のために、CJKSplitter およ

びZopeChinaPakを用いて実装した。日本語の

文字コードとしては utf-8 を用いることにした。 

Ploneではユーザの権限に応じて、自由にコ

ンテンツを追加することができる。教材としての

ドキュメントを追加することはもちろん、学生と

のコミュニケーションの場として掲示板を用い
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たいときには、科目毎に掲示板を追加すること

ができる。学生自身も自習したドキュメントをサ

ーバ上に追加できるので、ドキュメントを学生

同士で共有することも容易にできる。このような

コンテンツの追加が自由に行えるのが、コンテ

ンツ管理システムを用いる最大の利点である。 

Zopeでは、基本機能としてセッション管理機

能を備えており、きめ細かなセキュリティ設定

ができるようになっている。セキュリティ機能と

セッション管理機能を組み合わせることで、同

一のコンテンツの表示を利用者毎に変更する

ことが容易にできる。つまり、教師の見る画面と

学生の見る画面とをブラウザ毎に切り替えるこ

とができるのである。この機能を利用して、教

師と生徒との問答を以下のようにモデル化する。

教師はあらかじめ設問と回答を入力しておき、

生徒には設問のみを見せる。生徒は設問に対

する回答を入力し、教師が用意した回答と照ら

し合わせて、次の設問へと進んでいく。すなわ

ち、教師が作成した設問コンテンツと学生が作

成する回答コンテンツの二つのコンテンツを相

互に関連付けながら、学習を進めていくことに

なる。図2は設問画面の例である。画面上では、

質問と回答以外にも質問の趣旨をあわせて入

力している。学生がこのコンテンツを見るときに

は、趣旨や回答は表示されずに、質問だけが

表示される。学生は質問の下のフォームに自

らの回答を入力すれば、教師の予め与えた回

答と自らの回答を照らし合わせて、もっとも近

い回答にあわせて次の質問に進んでいく。ここ

で、教師が与える回答としては、正解だけでな

く、よく誤りやすい回答も同時に与えておくこと

は言うまでもない。 

 

 

図２：設問画面の例（教師側） 

 

このようにして作成したオフライン問答シス

テムでは、対面での問答とは異なり、すべての

データがデータベースに登録されるので、デ

ータベースを参照することで設問集の改定を

容易に行うことができる。 

 

3-2.Prolog との連携 

 Plone による法創造教育支援システムと推論

エンジンとの結合を図るために、Javascript に

よって記述された Prolog エンジン[4]の活用を

検討した。Javascript はブラウザ上で動作する

スクリプト言語であり、クライアント側で動作する

ため、サーバ側の負荷がほとんど生じない。 

サーバ側で Prolog を動作させる場合、サーバ

の能力によって同時接続数が限られることに

なるが、クライアント側で実行すれば、端末数

だけ同時に推論システムを起動することができ

る。クライアント側での完全な推論システムの

開発[5,6]は並行して進めているが、簡易版と

して Javascript 版 Prolog エンジンとの連携によ

る教育支援の検討を行った。Javaｓcript 版エン

ジンでは、二つのテキストフォームで、Prolog

プログラムとゴールの二つを入力する。エンジ

ンはゴールの推論結果を画面上に出力する。

このエンジンは単独の HTML ファイルとして実

現されているので、Web サーバ上から提供す
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る以外にも、メールに添付して送付することも

できる。 

 Javascript 版 Prolog エンジンでは、知識ベー

スに格納すべき知識を Javascript のデータとし

て予め与えておく事になる。日本語を使えるよ

うに拡張しておくことで、法学部の学生にプロ

グラミングさせたところ、Prolog の初学者であっ

ても、国際売買法の一部分のように小規模な

プログラムの作成には十分活用できることが確

かめられた。この方法では、知識ベースをスク

リプトの一部として埋め込むので、知識ベース

の動作確認に使えるだけでなく、仮説的な知

識ベースを与えれば、仮説の検証を行うため

のツールとしても用いることができる。仮説の検

証ツールとしての機能の実証については、時

間の関係で行えなかったが今後実証を進めて

いきたいと考えている。 

 

４.法創造教育支援システムの再設計 

試作した教育支援システムを吉野教授の授

業において試験的利用を行ったところ、擬似

的な問答を行うシステムが授業に活用できるこ

とが確かめられた。しかしながら、授業での利

用を通じてコンテンツタイプの修正が何度とな

く行われ、コンテンツタイプの拡張が容易に行

えなければならないことが明らかになった。表

示部分のカスタム化は容易に行えるものの、フ

ィールドの追加などのクラスの変更を伴うような

修正については、ｐython プログラムの修正が

必要となってしまう。Python がスクリプト言語で

あるので、開発自身は比較的容易であるもの

の、コンテンツタイプを追加するのはプログラム

コードが複雑にしてしまうという問題が明らかに

なった。 

これを解決するためには、既に Archetypes

というソフトウェアが開発中であるので、今後は

Archetypes の 利 用 を 検 討 し て い る 。

Archetypes は、フィールドの集まりをスキーマ

としてとらえることで、フィールドの追加・削除が

容易にできるようになっている。コンテンツタイ

プをスキーマと付随する処理に分けて記述す

ることができるので、プログラムの見通しが良く

なり、コンテンツタイプの開発を短期間で行うこ

とができるようになる。 

 

５.まとめ 

 本研究では法創造教育支援システムの試作

を行い、その上で様々な機能拡張が行えるこ

とを確認した。試作システムの評価に基づいて、

システムの再設計を行った。現在、Archetypes

を用いてシステムの改良を行っているところで

あり、オフラインの模擬裁判システムの開発を

進めているところである。 
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